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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Server™ 製品の WebLogic Enterprise 
Connectivity （WLEC） コンポーネン トの使い方について説明します。 この製品

は非推奨になり、 現在はサポート されていません。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic Enterprise Connectivity の概要」 では、 BEA Tuxedo™ 製
品における  CORBA 環境および WLEC コンポーネン ト の概要について説明

します。 CORBA 環境と  WLEC コンポーネン ト が対話する方法についても説

明します。

� 第 2 章 「CORBA オブジェ ク ト を呼び出す WebLogic Server ク ラ イアン トの

作成」 では、 WebLogic Server から  BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トへの

アクセスに必要な手順について説明します。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Server ク ラ イアン ト （サーブレ ッ ト 、 EJB、 JSP、
または RMI オブジェ ク ト ） から  BEA Tuxedo CORBA オブジェク ト を呼び出す

プログラマを対象と しています。 WLEC コンポーネン トは、 WebLogic Server で
確立されたセキュ リ テ ィ  コンテキス ト を  BEA Tuxedo ド メ インへ伝播する メカ

ニズムを提供します。

e-docs Web サイ ト

BEA WebLogic Server 製品のドキュ メ ン トは、 BEA の Web サイ トで入手できま

す。 BEA のホーム ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。
WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイ ド （非推奨） v



このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから

このマニュアルのファ イルを一度に 1 つずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を書籍の形式で印

刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン トのホーム  ペー

ジを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュア

ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） で無料

で入手できます。

サポート情報

BEA WebLogic Server のドキュ メン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊

社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送り ください。 寄せられた意見について

は、WebLogic Server ドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が

直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ
びドキュ メ ン トのタイ トルと日付をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Server について不明な点がある場合、 または 
BEA WebLogic Server のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSupport （www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせ

ください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱

されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号
vi WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイ ド （非推奨）



� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字のテキ

スト

用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の変数を示す。

例 :

void commit ( )
WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイ ド （非推奨） vii



斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略符号は入力しない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。
実際には、 この省略符号は入力しない。

表記法 適用
viii WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイ ド （非推奨）



1 WebLogic Enterprise 
Connectivity の概要

以下の節では、 WebLogic Enterprise Connectivity について概説します。

� WLEC の非推奨

� BEA Tuxedo の CORBA 環境

� BEA Tuxedo 製品の CORBA オブジェク ト

� ド メ イン、 ト ランザクシ ョ ン、 および ト ランザクシ ョ ン  コンテキス ト

� 環境オブジェク ト

� IIOP と  IIOP リ スナ / ハンド ラ

� BEA Tuxedo の CORBA 環境に関する詳細情報

� WebLogic Enterprise Connectivity とは

� WebLogic Enterprise Connectivity の主要な機能

� WebLogic Enterprise Connectivity システム アーキテクチャ

� WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン トにおける ク ライアン ト と

サーバ

� WLEC 接続プール

� WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン トがサポートする  BEA 
Tuxedo セキュ リ テ ィ機能

� セキュ リ テ ィ  コンテキス トの伝播

� 接続障害の処理
WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイ ド （非推奨） 1-1



1 WebLogic Enterprise Connectivity の概要
WLEC の非推奨

WebLogic Enterprise Connectivity (WLEC) は、 この リ リースの WebLogic Server 
7.0 で非推奨とな り ました。 WLEC を使用している  Tuxedo CORBA アプ リ ケー

シ ョ ンは WebLogic Tuxedo Connector に移行してください。 詳細については、

「WebLogic Tuxedo Connector」 を参照して ください。

BEA Tuxedo の CORBA 環境

BEA Tuxedo は、 エンタープラ イズ向けコンポーネン トベース  ソ リ ューシ ョ ンの

構築、 デプロイ メ ン ト、 および管理を可能にするソフ ト ウェア製品です。 BEA 
Tuxedo を使用する と、 Common Object Request Broker Architecture (CORBA) の 
Object Request Broker (ORB) とアプ リ ケーシ ョ ン ト ランザクシ ョ ン モニタ  イン
タフェース （ATMI） で使用できるオンラ イン  ト ランザクシ ョ ン処理 （OLTP）
の機能を組み合わせるこ とができます。 これによ り、 高度に管理された環境でス
ケーラブルかつセキュ リ テ ィが確保された ト ランザクシ ョ ン  e- コマース  アプリ

ケーシ ョ ンを提供するためのプラ ッ ト フォームが実現します。

以下の節では、 BEA Tuxedo CORBA の専門用語をいくつか解説します。

BEA Tuxedo 製品の CORBA オブジェク ト

CORBA は、 分散ソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンの構築と統合に対するオブ

ジェク ト指向アプローチを促進する、 特定の言語に依存しない仕様です。 ビジネ
ス  ロジッ クを  CORBA オブジェク ト と してさまざまな言語で実装するこ とがで

きます。 BEA Tuxedo の CORBA 環境では、 C++、 Automation、 および Java 用の

言語バインディ ングをサポート しています。 たとえば、 銀行業務アプリ ケーシ ョ
ンには、 顧客口座のオブジェ ク トが存在する こ とがあ り ます。 これらの顧客口座
オブジェ ク トは、 預け入れ、 引き出し、 および残高照会を行 うための処理を持つ
こ とができます。
1-2 WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイ ド （非推奨）
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ド メ イン、 ト ランザクシ ョ ン、 および ト ランザクシ ョ ン  コンテキス ト
CORBA オブジェ ク ト を記述するには、 Object Management Group (OMG) のイン

タフェース定義言語 （IDL） を使用します。 CORBA オブジェク トの OMG IDL 
記述を作成してから、 その OMG IDL をコンパイ ラにかけます。 このコンパイ ラ

によって、 スタブと スケル ト ンが生成されます。

CORBA ファ ク ト リは、 別の CORBA オブジェ ク トへのオブジェ ク ト参照を作成

するための操作を提供するオブジェ ク トです。 サーバ アプリ ケーシ ョ ンは 
CORBA ファ ク ト リ を使用して、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンがそのサーバ 
アプ リ ケーシ ョ ンに実装されている  CORBA オブジェク トにアクセスできるよ

うにします。 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 サーバ アプリ ケーシ ョ ンで管

理される  CORBA オブジェク トへの参照を取得しなければならない場合には、

通常、 CORBA ファ ク ト リからオブジェク ト参照を取得します。

Object Request Broker (ORB) は、サーバ アプリ ケーシ ョ ンによって管理される分

散オブジェ ク ト と ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの通信を可能にする通信バス

です。 CORBA 環境では、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 通信のためのネッ ト ワークやオ

ペレーテ ィング  システムに関する情報を持っている必要はあ り ません。 その代

わり、異質なク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン とサーバ アプリ ケーシ ョ ンが ORB 
と通信するのです。 ORB は、 ク ラ イアン トの要求を適切なサーバ アプ リ ケー

シ ョ ンに届け、 サーバの応答を要求元のク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンに返し

ます。

ド メイン、 ト ランザクシ ョ ン、 およびト ラ
ンザクシ ョン コンテキスト

BEA Tuxedo ド メ インは、 管理の単位となる一群のオブジェク ト、 サービス、 マ

シン、 およびリ ソースのこ とです。 ド メ インは、 アプ リ ケーシ ョ ン機能、 セキュ
リテ ィ上のニーズ、 地理的な位置といった特性に基づいて設定できます。 たとえ
ば、 ある銀行が、 顧客口座用のオブジェク ト、 サービス、 マシン、 およびリ ソー
スから構成されている ド メ インを持っている と します。 この場合、 その銀行はそ
の従業員と支払給与のリ ソース用に別個のド メ インを持つこ とができます。

ト ランザクシ ョ ンは、 ビジネス  ルールに基づ く一連の操作のこ とです。 これら

の操作は、 たとえ地理的に分散していたと しても  1 つの論理単位とな り ます。 1 
つの単位と して機能するこ とで、 その ト ランザクシ ョ ンのすべての操作が正常に
WebLogic Enterprise Connectivity ユーザーズ ガイ ド （非推奨） 1-3



1 WebLogic Enterprise Connectivity の概要
完了する （この場合、 ト ランザクシ ョ ンは正常に完了する） か、 すべての操作が
ロールバッ ク される （ ト ランザクシ ョ ンは失敗する） かのどちらかにな り ます。
たとえば、 1 つの ト ランザクシ ョ ンで、 ある顧客の口座から現金を引き出してそ

れを別の顧客の口座に入金する と します。 この ト ランザクシ ョ ンは 2 つの操作か

ら構成されます。 ト ランザクシ ョ ンが成功するには、 両方の操作が正常に完了し
なければなり ません。

ト ランザクシ ョ ン コンテキス トは、 ト ランザクシ ョ ンのスコープを定義するも

ので、 そのト ランザクシ ョ ンに参加しているオブジェク ト によって共有されま
す。 ト ランザクシ ョ ン  コンテキス トは、 ローカル変数、 ロ ッ ク、 カーソル位置、

フ ァ イル制御ブロッ クなどのさまざまなタイプのデータから構成されます。

環境オブジェク ト

BEA Tuxedo 製品の CORBA 環境では、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンから  
CORBA サービスを利用するための以下の環境オブジェ ク ト を提供します。

� Bootstrap オブジェ ク トは、 ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンと  BEA Tuxedo 
ド メ インの間の通信を確立します。 このオブジェ ク トは、 BEA Tuxedo ド メ

イン内の他の環境オブジェク トへのオブジェ ク ト参照も取得します。

� FactoryFinder オブジェク トは、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが CORBA 
ファ ク ト リ を見つけるためのオブジェク ト です。 CORBA ファ ク ト リは、

CORBA オブジェ ク トのオブジェ ク ト参照を作成できます。 ク ラ イアン ト  ア
プ リ ケーシ ョ ンから使用可能なファ ク ト リは、 起動時に FactoryFinder に登
録されたものです。

� TransactionCurrent オブジェ ク トは、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが ト ラ

ンザクシ ョ ンを管理できるよ うにするためのオブジェク ト です。
TransactionCurrent は、 CORBA Object Transaction Service (OTS) の BEA 
Tuxedo における実装で、 複数の ト ランザクシ ョ ン モデルをサポート します。

TransactionCurrent オブジェ ク トが提供する操作には、 begin()、 commit()、

rollback()、 suspend()、 resume()、 get_status() といったものがあ り ま

す。

� UserTransaction オブジェク トは、 ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンが ト ラン

ザクシ ョ ンに参加できるよ うにするためのオブジェ ク ト です。 この環境オブ
ジェク トは、 Sun Microsystems, Inc. の Java Transaction Application (JTA) プ
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IIOP と  IIOP リスナ /ハン ド ラ
ログラ ミ ング インタフェースを実装したものです。 UserTransaction オブ
ジェ ク トは、 CORBA Java オブジェ ク ト で使用できます。

IIOP と  IIOP リスナ / ハンドラ

Internet Inter-ORB Protocol (IIOP) は、 ORB 間の相互運用に関する  CORBA 仕様
に定義されている標準プロ ト コルです。 BEA Tuxedo CORBA 環境では、 IIOP リ
スナ / ハンド ラが、 ORB および CORBA ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン間の接

続を処理します。 IIOP リ スナ （ISL） は、 送られてく る通信データを、 リモート

の CORBA ク ラ イアン ト に代わって管理します。各 ISL には、 1 つまたは複数の 
IIOP ハンド ラ （ISH） が関連付けられています。 ISL は、 ク ラ イアン ト  アプリ

ケーシ ョ ンを ISH に割り当て、 ク ライアン ト から生じる負荷を ISH 間で分散し

ます。 ISH は、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンと  CORBA オブジェク トの間の

通信 リ ンクです。 リモート  ク ラ イアン ト をサポートする各 BEA Tuxedo ド メ イ

ンには、 ISL が少な く と も  1 つ存在します。

図 1-1 に、 IIOP の概要を示します。

図 1-1   BEA Tuxedo システムでの IIOP の機能
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1 WebLogic Enterprise Connectivity の概要
BEA Tuxedo の CORBA 環境に関する詳細
情報

BEA Tuxedo 製品における  CORBA 環境についての詳細は、 BEA Tuxedo のマ

ニュアルを参照して ください。 BEA Tuxedo 製品を初めて使用する場合は、

『BEA Tuxedo 製品の概要』 を一読される こ と をお勧めします。

WebLogic Enterprise Connectivity とは

WebLogic Enterprise Connectivity は、 WebLogic Server のコンポーネン トの 1 つ
です。 WLEC を使用する と、 WebLogic Enterprise Connectivity 接続プール

（Administration Console では WLEC 接続プールと呼ばれます） を使用して、

WebLogic Server ク ラ イアン ト （サーブレッ ト 、 EJB、 JSP、 および RMI オブ

ジェク ト ） から  BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト を呼び出すこ とができます。

WebLogic Enterprise Connectivity の主要
な機能

WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン ト の主要な機能は以下のとおりで

す。

� BEA Tuxedo CORBA アプリ ケーシ ョ ンへの WebLogic Enterprise 
Connectivity 接続のプーリ ング

� 単一の WebLogic Server プロセスから開始できる複数のアクティブな 
CORBA ク ラ イアン ト  ト ランザクシ ョ ン

� WebLogic Server の Administration Console を使った WLEC 接続プールのコ

ンフ ィグレーシ ョ ン
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WebLogic Enterprise Connectivity システム アーキテクチャ
� WebLogic Server の Administration Console を使った WLEC 接続プールのモ

ニタ

� Secure Sockets Layer (SSL) プロ ト コルのサポート

� WebLogic Server から  BEA Tuxedo ド メ インへのセキュ リ テ ィ  コンテキス ト

の伝播

� 実行時のプールの再初期化

WebLogic Enterprise Connectivity システ
ム アーキテクチャ

図 1-2 に、 WebLogic Enterprise Connectivity システム アーキテクチャ と、 その 
WebLogic Server と  BEA Tuxedo システムとの関係を示します。

図 1-2   WebLogic Enterprise Connectivity システム アーキテクチャ
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1 WebLogic Enterprise Connectivity の概要
BEA Tuxedo ド メ インごとに、 WebLogic Server は WLEC 接続プールを 1 つ作成

します。 WLEC 接続プールは、 WebLogic Server の Administration Console でコ

ンフ ィグレーシ ョ ンされます。 WebLogic Server ク ラ イアン トは、 その WLEC 接
続プールを使用して、 BEA Tuxedo ド メ イン内の CORBA オブジェ ク トにアクセ

スします。 それらのオブジェ ク トは、 リモー ト  マシン上にあっても、 ファ イア

ウォールの向こ うにあっても、 あるいはその両方であってもかまいません。

WebLogic Enterprise Connectivity コン
ポーネン トにおけるクライアン ト とサーバ

インターネッ ト  ク ラ イアン トは、 WebLogic Server 上のアプ リ ケーシ ョ ンから

サービスを受けます。 これらのアプリ ケーシ ョ ンは、 WebLogic Enterprise 
Connectivity を介して BEA Tuxedo ド メ インのク ラ イアン ト と して動作します。

BEA Tuxedo ド メ インは要求された CORBA オブジェク ト を提供し、その結果を  
WebLogic Server ク ラ イアン ト に送り返します。 する と  WebLogic Server ク ラ イ
アン トは、 その結果を処理し、 その他の処理を実行して、 その結果をインター
ネッ ト  ク ラ イアン ト に送信します。

WLEC 接続プール

WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン トは、 WLEC 接続プールを使用し

て WebLogic Server ク ラ イアン ト が BEA Tuxedo ド メ インに接続できるよ うにし

ます。 WLEC 接続プールとは、 BEA Tuxedo ド メ インへの IIOP 接続の集合のこ

とです。 WebLogic Server は、 起動時に WLEC 接続プールを作成し、 必要に応じ

て WebLogic Server ク ラ イアン ト に接続を割 り当てます。 限られた数の接続で多

数のユーザにサービスを提供できるため、 WLEC 接続プールは効率的です。 接

続を作成するためのオーバーヘッ ドは起動時に処理されるため、 WebLogic 
Server は CORBA オブジェ ク ト とそれらの操作にすばやくアクセスできます。

WebLogic Enterprise Connectivity 接続プールは、 以下の機能を備えています。

� IIOP を使用します。
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WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン トがサポー トする  BEA Tuxedo セ
� BEA Tuxedo ド メ インごとに WLEC 接続プールを 1 つサポート します。

� WebLogic Server は、 複数のアクティブな BEA Tuxedo ト ランザクシ ョ ン  コ
ンテキス ト を同時に持つこ とができます。 ただし、 WebLogic Server 内の 1 
つのスレッ ドは、 アクテ ィブなク ラ イアン ト  ト ランザクシ ョ ン コンテキス

ト を  1 度に 1 つしか持つこ とができません。 WebLogic Enterprise 
Connectivity コンポーネン トは、 ネス ト された ト ランザクシ ョ ンをサポート

しません。

� 同一の物理的接続を用いた複数の並行要求をサポート します。 各要求は、 独

自のセキュ リ テ ィ  コンテキス ト を備えています。

� 実行時に WLEC 接続プールを再初期化できます。

WebLogic Enterprise Connectivity コン
ポーネン トがサポートする  BEA Tuxedo セ
キュリテ ィ機能

WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン トは、 以下の BEA Tuxedo セキュ

リテ ィ機能を提供します。

� 認証

認証によって、 2 つの通信グループに互いに通信する権限が与えられます。

BEA Tuxedo システムでは、 パスワード と証明書に基づ く認証をサポート し

ています。

� 機密性

機密性とは、 意図した受信者以外の第三者から通信上の秘密を守るこ とがで
きる能力のこ とです。 これは、 すべてのデータを暗号化するこ とで達成され
ます。

� 整合性

整合性とは、 転送中のデータが途中で変更されていないこ とを保証するもの
です。
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1 WebLogic Enterprise Connectivity の概要
� SSL プロ ト コル

SSL は、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン とサーバ アプ リ ケーシ ョ ンの間で

セキュ リ テ ィが確保された通信を確立するプロ ト コルです。 SSL は、
CORBA オブジェ ク トへの IIOP 要求に対して提供されます。

注意 : WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン トは、 BEA Tuxedo では 
CORBA セキュ リ テ ィのアプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミング インタフェー

ス （API） をサポート していません。

セキュリテ ィ  コンテキストの伝播

WebLogic Enterprise Connectivity を使用する と、 WebLogic Server で確立された

セキュ リ テ ィ  コンテキス ト を使用して、 BEA Tuxedo ド メ インのセキュ リ テ ィ  
ID を確立できます。 このよ うにセキュ リテ ィ資格を渡すこ と を、 セキュ リ テ ィ  
コンテキス ト の伝播と呼びます。

セキュ リ テ ィ  コンテキス ト の伝播には、 WLEC 接続プールが必要です。 WLEC 
接続プールでは、 各ネッ ト ワーク接続は、 WebLogic Server のシステム管理者に

よって定義されたユーザ ID によ り認証されます。 WLEC 接続プールを確立する

には、 パスワードまたは証明書に基づく認証を使用します。

図 1-3 に示すよ うに、 WLEC 接続プールを使用する と、 ク ラ イアン ト から  
WebLogic Server を経て BEA Tuxedo 製品の CORBA 環境までセキュ リ テ ィ情報

を伝播できるよ うにな り ます。

図 1-3   セキュリティ  コンテキストの伝播
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接続障害の処理
接続障害の処理

WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン トは、WLEC 接続プールごとに 2 
つの ISL アドレス  リ ス ト （プラ イマ リ  リ ス ト と フェイルオーバ リ ス ト ） を使用

して、 接続障害を処理します。 WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン ト

は、 以下の場合に接続障害を処理します。

� WebLogic Server が起動したと き

サーバの起動時にプライマ リ  アドレス  リ ス トのすべての ISL にアクセスで

きない場合、 WebLogic Enterprise Connectivity はフェイルオーバ リ ス ト の 
ISL アドレスを使用します。

� WLEC 接続プールがアクテ ィブな接続を失ったと き

プールが接続を失った場合、 WebLogic Server はプライマ リ  アドレス  リ ス ト

の他のアドレスを使って再接続を試みます。 プライマ リ  リ ス ト内のどのアド

レスを使っても再接続できない場合、 WebLogic Server はフェイルオーバ リ
ス ト のアドレスを使って再接続を試みます。 失われた接続は、 必要になった
と きにだけ再び開かれます。 WLEC 接続プールに対する現在の負荷が、 失わ

れた接続を再び開くほど重くない場合、 それらの接続は切断されたまま とな
り、 他のアクティブな接続が代わりに使われます。
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1 WebLogic Enterprise Connectivity の概要
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2 CORBA オブジェク トを呼び出す 
WebLogic Server クライアントの
作成

以下の節では、 WebLogic Server から  BEA Tuxedo CORBA オブジェク ト にアク

セスするための要件について説明します。

� 始める前に

� WLEC 接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ン

� BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トへのアクセス

� ト ランザクシ ョ ンに関する詳細情報

始める前に

BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト を呼び出す WebLogic Server ク ラ イアン ト を

実装するには、 あらかじめ以下の作業を行っておく必要があ り ます。

� WebLogic Server をコンフ ィグレーシ ョ ンして実行します。

� BEA Tuxedo CORBA サーバ アプリ ケーシ ョ ンをコンフ ィグレーシ ョ ンして

実行します。

� 第 1 章 「WebLogic Enterprise Connectivity の概要」 で説明した WebLogic 
Enterprise Connectivity アーキテクチャについて理解しておきます。

� インス トールされている  WebLogic Server の /samples/examples/wlec 
ディ レ ク ト リに収められている  WebLogic Enterprise Connectivity のサンプル

を実行します。
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WLEC 接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ン
WLEC 接続プールのコンフ ィグレーション

WebLogic Server ク ラ イアン トからアクセスする  BEA Tuxedo オブジェ ク ト を持

つ BEA Tuxedo ド メ インごとに、 WLEC 接続プールをコンフ ィ グレーシ ョ ンし

ます。 WebLogic Server ク ラ イアン ト用に確立されたセキュ リテ ィ  コンテキス ト

は WLEC 接続プールを介して  BEA Tuxedo ド メ インに伝播されるので、 WLEC 
接続プールはセキュ リ テ ィ  コンテキス ト伝播機能の基礎である と言えます。

WLEC 接続プールを使用する前に、 WL_HOME/lib/wleorb.jar、 
WL_HOME/lib/wlepool.jar、 TUXDIR/udataobj/java/jdk/wleclient.jar を、
startAdminWebLogic.sh ファ イルまたは startAdminWebLogic.cmd ファ イル

の CLASSPATH 変数に追加します。 WLE 5.1 からサービスを受ける  EJB を要求す
る  JSP を使用している場合は、 WLE 5.1 wlej2eecl.jar ファ イルの場所を  
startAdminWebLogic.sh ファ イルまたは startAdminWebLogic.cmd ファ イル

の CLASSPATH 変数に追加します。

セキュ リ テ ィ  コンテキス ト を伝播するために、 新規の WLEC 接続プールを作成

します。 WLEC 接続プールを作成するには、 以下の手順に従います。

1. Administration Console の左ペインで、 [ サービス｜ WLEC] ノードを選択し

ます。 Administration Console の右ペインで、 [新しい WLEC Connection Pool 
のコンフ ィグレーシ ョ ン ] リ ンクをク リ ッ ク します。 次の表にある属性を定

義します。

表 2-1  [一般 ] タブの WLEC 接続プールの属性

属性 説明

[名前 ] WLEC 接続プールの名前。 この名前は WLEC 接
続プールご とにユニークでなければならない。
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WLEC 接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ン
2. [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[ プライマ リ  アドレス ] WLEC 接続プールと  BEA Tuxedo ド メ インとの
接続を確立するために使用する  IIOP リ スナ /ハ
ン ド ラのアドレスの リ ス ト 。 各アド レスの

フォーマッ トは、 //hostname:port。

アド レスは、 UBBCONFIG ファ イルに定義されて
いる  ISL アドレス と一致しなければならない。
アド レス とアド レスの区切りにはカンマを使用

する。 たとえば、 //main1.com:1024, 

//main2.com:1044 になる。

SSL プロ ト コルを使用するよ う  WLEC 接続プー
ルをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 IIOP リ ス
ナ / ハン ド ラのアドレスに corbalocs プレ
フ ィ ッ クスを付ける。 たとえば、

corbalocs://hostname:port になる。

[ フェイルオーバー アドレス ] [ プライマ リ  アドレス ] 属性に定義されているア
ドレスを使って接続を確立できない場合に使用

される  IIOP リ スナ / ハンド ラのアドレスの リ ス
ト 。 アド レス とアド レスの区切りにはカンマを

使用する。 この属性は省略可能。

[ ド メ イン ] WLEC 接続プールの接続先 BEA Tuxedo ド メ イ
ンの名前。 WLEC 接続プールは、 BEA Tuxedo ド
メ インにつき  1 つしか定義できない。 ド メ イン名
は、BEA Tuxedo ド メ インの UBBCONFIG  ファ イ
ルの RESOURCES セクシ ョ ンの domainid パラ
メータに一致しなければならない。

[最小プール サイズ ] WebLogic Server が起動したと きに、 WLEC 接続
プールに追加する  IIOP 接続の数。 デフォル トは 
1。

[最大プール サイズ ] WLEC 接続プールから開始できる  IIOP 接続の最
大数。 デフォル トは 1。

表 2-1  [一般 ] タブの WLEC 接続プールの属性 （続き）

属性 説明
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WLEC 接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ン
3. WebLogic Server セキュ リテ ィ  レルム内のユーザのセキュ リ テ ィ  コンテキス

ト を  BEA Tuxedo ド メ インに伝播します。 伝播するには、 接続プールの  [ コ
ンフ ィグレーシ ョ ン ] タブにある  [ セキュ リテ ィ ] タブの属性を定義します。

次の表では、 これらの属性について説明します。

表 2-2  [ セキュリティ ] タブの WLEC 接続プールの属性

属性 説明

[ ユーザ名 ] BEA Tuxedo ユーザ名。 この属性は、 BEA 
Tuxedo ド メ インのセキュ リ テ ィ  レベルが 
USER_AUTH、 ACL、 または MANDATORY_ACL 
の場合にのみ指定する。

[ ユーザ パスワード ] [ ユーザ名 ] 属性に定義したユーザのパス
ワード。 この属性は、 [ ユーザ名 ] 属性を定
義する場合にのみ指定する。

[ ユーザ ロール ] BEA Tuxedo ユーザ ロール。 この属性は、
BEA Tuxedo のセキュ リテ ィ  レベルが 
APP_PW、 USER_AUTH、 ACL、 または 
MANDATORY_ACL の場合にのみ指定する。

[ アプ リケーシ ョ ン パスワード ] BEA Tuxedo CORBA アプ リ ケーシ ョ ンのパ
スワード。 この属性は、 BEA Tuxedo ド メ イ
ンのセキュ リ テ ィ  レベルが APP_PW、
USER_AUTH、 ACL、 または MANDATORY_ACL 
の場合にのみ指定する。

[最小暗号化レベル ] BEA Tuxedo ド メ インと  WebLogic Server と
の間で使用される  SSL の最小暗号化レベル。
指定できる値は、 0、 40、 56、 128。 デフォ
ル ト値は 0。 ゼロ （0） は、 データを署名す
るが暗号化しないこ とを示す。 40、 56、 お
よび 128 は暗号キーの長さ （ビッ ト単位）

を指定する。 最小暗号化レベルが満たされ

ていない場合、 BEA Tuxedo ド メ イン と  
WebLogic Server との SSL 接続は失敗する。
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WLEC 接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ン
4. 変更を保存するには、 [適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5. [ 対象 ] タブをク リ ッ ク してサーバを選択します。 [適用 ] をク リ ッ ク します。

6. WebLogic Server を再起動します。

7. tpusradd コマンドを実行して、 WebLogic Server ユーザを BEA Tuxedo ド メ

インで認可済みのユーザと して定義します。

8. ISL コマンドの -E オプシ ョ ンを設定して、 WebLogic Server レルムから伝播

されたセキュ リ テ ィ  コンテキス ト を認識して利用するよ う  IIOP リ スナ / ハ
ンド ラをコンフ ィ グレーシ ョ ンします。 ISL コマンドの -E オプシ ョ ンでは、

プ リ ンシパル名を指定する必要があ り ます。 プ リ ンシパル名によって、
WLEC 接続プールが BEA Tuxedo ド メ インにログ インするために使用する

プリ ンシパルが定義されます。 プ リ ンシパル名は、 WLEC 接続プールを作成

する と きに [ ユーザ名 ] 属性に定義した名前と一致しなければな り ません。

[最大暗号化レベル ] BEA Tuxedo ド メ インと  WebLogic Server と
の間で使用される  SSL の最大暗号化レベル。
指定できる値は 0、 40、 56、 および 128。 デ
フォル ト値は 0。 ゼロ （0） は、 データを署
名するが暗号化しないこ とを示す。 40、 56、
および 128 は暗号キーの長さ （ビッ ト単位）

を指定する。 最小暗号化レベルが満たされ

ていない場合、 BEA Tuxedo ド メ イン と  
WebLogic Server との SSL 接続は失敗する。

[証明書を有効化 ] 証明書を使用できるよ うにするチェ ッ ク

ボッ クス。

デフォル トでは、 証明書は無効。

[ セキュ リ テ ィ  コンテキス ト を有効
化 ]

BEA Tuxedo ド メ インに渡される  WebLogic 
Server ユーザのセキュ リテ ィ  コンテキス ト
を渡す場合は、 このチェ ッ クボッ クスをオ

ンにする。

デフォル トでは、 セキュ リ テ ィ  コンテキス
トは無効。

表 2-2  [ セキュリティ ] タブの WLEC 接続プールの属性 （続き）

属性 説明
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BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トへのアクセス
WebLogic Server 環境と  BEA Tuxedo CORBA 環境との間で証明書を使用する と

い う こ とは、 WebLogic Server 環境から  CORBA オブジェ ク トへの接続を確立す

る と きに、 新規の SSL ハンドシェークが開始される とい う こ とです。 同じ  SSL 
ネッ ト ワーク接続を使用して複数のク ラ イアン ト  リ クエス ト をサポートするに

は、 そ う した処理を行 う よ うに証明書を次のよ うに設定しなければな り ません。

1. プリ ンシパルに対応するデジタル証明書を取得して、 プライベート  キーを 
BEA Tuxedo の TUXDIR/udataobj/security/keys ディ レク ト リに入れます。

2. tpusradd コマンドを実行して、 プ リ ンシパルを  BEA Tuxedo のユーザと し

て定義します。

3. -E オプシ ョ ンを使用して  UBBCONFIG ファ イルの IIOP リ スナ / ハンド ラを定

義して、 プ リ ンシパルが認証用に使用されるこ と を示します。

4. WebLogic Server の Administration Console で WLEC 接続プールを作成する

と きに、 [ ユーザ名 ] 属性にプリ ンシパル名を定義します。

5. IIOP リ スナ / ハンド ラのデジタル証明書を取得します。

6. ISL コマンドの SEC_PRINCIPAL_NAME オプシ ョ ンでデジタル証明書を指定

し、 -S オプシ ョ ンを使用して、 セキュア ポート を BEA Tuxedo ド メ インと  
WebLogic Server セキュ リテ ィ  レルムとの間で使用するこ と を示します。

BEA Tuxedo CORBA アプリ ケーシ ョ ンでセキュ リ テ ィ をコンフ ィグレーシ ョ ン

する方法については、 『CORBA セキュ リ テ ィ機能の概要』 を参照して ください。

BEA Tuxedo CORBA オブジェク トへのア
クセス

この節では、 WebLogic Server ク ラ イアン ト から  BEA Tuxedo CORBA オブジェ

ク ト にアクセスするための手順について説明します。
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BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トへのアクセス
手順 1. クライアント  スタブを作成する

ク ラ イアン ト  スタブは、 BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト の操作に対するプロ

グラ ミング インタフェースを提供します。 ク ライアン ト  スタブを作成するには、

WebLogic Server ク ラ イアン トからアクセスする  BEA Tuxedo CORBA オブジェ

ク ト用の OMG IDL (Object Management Group Interface Definition Language) ファ

イルをコンパイルします。 BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト のク ライアン ト  ス
タブを作成するには、 BEA Tuxedo ソフ ト ウェアに含まれている  idl コンパイ ラ

を使います。

WebLogic Server の CLASSPATH 環境変数に、 BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト

のク ライアン ト  スタブが入っているディ レク ト リが含まれているこ とを確認し

ます。

手順 2. Java パッケージをインポートする

以下の Java パッケージを  WebLogic Server ク ラ イアン ト にインポート します。

� org.omg.CORBA.*

� com.beasys.Tobj.*

� com.beasys.*

手順 3. WebLogic Server クライアントを BEA 
Tuxedo ド メインに接続する

各 WLEC 接続プールは、 関連付けられている  BEA Tuxedo ド メ インへのアクセ

スを可能にする  Tobj_Bootstrap オブジェク ト を持っています。 WebLogic 
Enterprise Connectivity は、 BootstrapFactory と呼ばれるオブジェ ク ト を提供し、

これが特定の BEA Tuxedo ド メ インの Tobj_Bootstrap オブジェ ク トへのアクセ

スを提供します。 BEA Tuxedo ド メ インに接続するには、 WebLogic Server ク ラ
イアン トに以下のコードを追加します。
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BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トへのアクセス
Tobj_Bootstrap myBootstrap = 
Tobj_BootstrapFactory.getClientContext("myPool");

各要素の説明は次のとおりです。

� getClientContext() メ ソ ッ ドは、 myPool に関連付けられている  
Tobj_Bootstrap オブジェ ク ト を返します。 getClientContext() は、 この

名前のプールを見つけられない場合には null を返します。

� myPool は、 目的の BEA Tuxedo ド メ イン用の WLEC 接続プールの名前で

す。 WLEC 接続プールは、 Administration Console で定義する必要があ り ま

す。

手順 4. BEA Tuxedo CORBA のオブジェク ト参照
を取得する

WebLogic Server ク ラ イアン ト で FactoryFinder を使用して、 BEA Tuxedo 
CORBA オブジェ ク トへの参照を取得します。

1. 次のよ うに FactoryFinder オブジェ ク ト を取得します。

org.omg.CORBA.Object myFFObject = 
    myBootstrap.resolve_initial_references("FactoryFinder");
FactoryFinder myFactFinder =
    FactoryFinderHelper.narrow(myFFObject);

各要素の説明は次のとおりです。

� myBootstrap は、 BEA Tuxedo ド メ インの Tobj_Bootstrap オブジェ ク

ト です。

� resolve_initial_references() メ ソ ッ ドは、 FactoryFinder オブジェ ク

トのオブジェク ト参照を返します。

� FactoryFinderHelper は、 FactoryFinder インタフェースに対する補

助機能、 特に narrow() メ ソ ッ ドを提供します。

� narrow() メ ソ ッ ドは、 オブジェ ク ト参照をキャス ト して FactoryFinder 
オブジェ ク ト を指すよ うにします。

2. 次のよ うに、 BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト用のファ ク ト リ を取得しま

す。
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BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トへのアクセス
org.omg.CORBA.Object myFactoryRef =
    myFactFinder.find_one_factory_by_id(myFactoryHelper.id());
myFactory = 
    myFactoryHelper.narrow(myFactoryRef);

各要素の説明は次のとおりです。

� myFactFinder は、 FactoryFinder オブジェク ト です。

� find_one_factory_by_id() メ ソ ッ ドは、 ID 番号に基づいてファ ク ト リ  
オブジェ ク ト参照を検索して返します。

� myFactoryHelper は、 myFactory インタフェースに対する補助機能、 特

に narrow() メ ソ ッ ドを提供します。

� narrow() メ ソ ッ ドは、 オブジェ ク ト参照をキャス ト してオブジェ ク ト  
ファ ク ト リ を指すよ うにします。

3. BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トの find() メ ソ ッ ドを使用して、 そのオ

ブジェ ク ト を取得します。 たとえば、 Simple とい うオブジェ ク トにアクセ

スする場合は、 以下のコードを使用します。

Simple mySimple = mySimpleFactory.find_simple();

このファ ク ト リは、 Simple  オブジェ ク ト を検索するための 
find_simple() メ ソ ッ ドを提供します。

FactoryFinder オブジェ ク ト については、 BEA Tuxedo のマニュアルの 『CORBA 
プログラ ミング リ ファレンス』 を参照して ください。

手順 5. ト ランザクションを開始する （オプション）

BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト には、 ト ランザクシ ョ ンのスコープ内でアク

セスできます。 以下のコード例では、 TransactionCurrent オブジェ ク ト を使用し

て、 ト ランザクシ ョ ン  スコープ内で BEA Tuxedo CORBA オブジェク ト にアクセ

スします。 BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク ト にアクセスする と きには、

UserTransaction オブジェク ト も使用できます。

ト ランザクシ ョ ンを開始するには、 WebLogic Server ク ラ イアン ト に以下のコー

ドを追加します。

1. 次のよ うに、 TransactionCurrent オブジェ ク ト を取得します。
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BEA Tuxedo CORBA オブジェ ク トへのアクセス
org.omg.CORBA.Object myTCObject = 
myBootstrap.resolve_initial_references("TransactionCurrent");

CosTransactions.Current myTransaction =
    CosTransactions.CurrentHelper.narrow(myTCObject);

各要素の説明は次のとおりです。

� myBootstrap は、 WLEC 接続プールに関連付けられている  BEA Tuxedo 
ド メ インの Bootstrap オブジェク ト です。

� resolve_initial_references() メ ソ ッ ドは、 TransactionCurrent オブ
ジェ ク トのオブジェ ク ト参照を返します。

� CosTransactions.Current インタフェースは、 TransactionCurrent オブ

ジェ ク トのインタフェースを定義します。 これを使用する と、 スレ ッ ド
と ト ランザクシ ョ ンの関連付けを明示的に管理できるよ うになり ます。

� CurrentHelper インタフェースは、 Current に対する補助機能、 特に 
narrow() メ ソ ッ ドを提供します。

� narrow() メ ソ ッ ドは、 オブジェ ク ト参照をキャス ト して 
CosTransactions オブジェク ト を指すよ うにします。

2. 次のよ うに ト ランザクシ ョ ンを開始します。

myTransaction.begin();

begin() メ ソ ッ ドは、 ト ランザクシ ョ ン  コンテキス ト を作成して、 それを前

の手順の myTCObject に関連付けます。 myTCObject は myBootstrap に関連

付けられており、 myBootstrap は特定の WLEC 接続プールに関連付けられ

ているので、 myTransaction は特定の WLEC 接続プールに関連付けられる

こ とにな り ます。

手順 6. BEA Tuxedo CORBA オブジェク ト とその
操作にアクセスする

WLEC 接続プールに関連付けられている  BEA Tuxedo ド メ インに属する  BEA 
Tuxedo CORBA オブジェク トのメ ソ ッ ドを呼び出します。

ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト内のオブジェ ク トにアクセスする場合は、 以下

の TransactionCurrent メ ソ ッ ドを使用してその ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト の

操作と クエ リ を行 う こ とができます。
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ト ランザクシ ョ ンに関する詳細情報
� suspend() 

� resume() 

� rollback_only() 

� get_status() 

� get_transaction_name() 

� set_timeout() 

� get_control()

手順 7. ト ランザクションを終了する （オプション）

ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト内の BEA Tuxedo CORBA オブジェク ト にアクセ

スした場合、 以下のいずれかの TransactionCurrent メ ソ ッ ドを使用して ト ランザ

クシ ョ ンを終了します。

� commit()

� rollback()

ト ランザクシ ョンに関する詳細情報

この節では、 BEA Tuxedo 環境での ト ランザクシ ョ ンについてさ らに詳し く説明

します。

マルチスレッ ド処理

BEA Tuxedo CORBA ト ランザクシ ョ ン サービスを使用する と、 単一のアプ リ

ケーシ ョ ン プロセスの複数のスレッ ドから、 別個の ト ランザクシ ョ ンを同時に

開始できます。 たとえば、 2 つのスレ ッ ドが 
CosTransactions.Current.begin() と  UserTransaction.begin() を同時に
呼び出す場合、 どちらのスレ ッ ド も、 それぞれの ト ランザクシ ョ ンに対応する別
個の ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト を持ちます。
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CORBA ト ランザクシ ョ ン サービスでは、 単一のアプ リ ケーシ ョ ンの複数のス

レッ ドが、 同じ ト ランザクシ ョ ンを同時に扱う こ とはできません。
CosTransactions を使用する場合、 以下のよ うにト ランザクシ ョ ンの中断と再開

を行って、 複数のスレッ ド内でその ト ランザクシ ョ ンを使用します。

1. 第 1 のスレッ ドでは、 Current.suspend() を呼び出して、 ト ランザクシ ョ ン

を中断して Control オブジェ ク ト を取得します。

2. 第 2 のスレッ ドでは、 その Control オブジェ ク トの Current.resume() を呼
び出して、 そのト ランザクシ ョ ンを再開します。

中断されていない ト ランザクシ ョ ンをスレ ッ ドが再開しよ う とする と、 BEA 
Tuxedo システムは InvalidControl 例外を送出します。

UserTransaction では、 suspend() と  resume() をサポート していません。 し

たがって、 UserTransaction を使用する と きには、 複数のスレ ッ ドで 1 つの ト ラ

ンザクシ ョ ンを使 う こ とはできません。

複数のアクティブな WLEC 接続プール

WebLogic Enterprise Connectivity コンポーネン ト では、 単一の WebLogic Server 
ク ラ イアン ト で複数の WLEC 接続プールを同時にアクティブにできます。

CosTransactions.Current.begin() や UserTransaction.begin() を呼び出

して ト ランザクシ ョ ン  コンテキス ト を作成する と、 BEA Tuxedo システムは、 そ

の ト ランザクシ ョ ンを  WLEC 接続プールに関連付けます。 そのト ランザクシ ョ

ンのスコープ内で行われる呼び出しはすべて、 その ト ランザクシ ョ ンの WLEC 
接続プールに関連付けられている ド メ イン内に存在するオブジェク トに対する も
のでなければなり ません。

1 つの ト ランザクシ ョ ンが複数の BEA Tuxedo ド メ インにまたがるこ とはできま

せん。 別のド メ イン内のオブジェ ク ト を呼び出そ う とする と、 BEA Tuxedo シス

テムは INVALID_TRANSACTION 例外を送出します。
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ト ランザクシ ョ ンに関する詳細情報
アクティブなト ランザクションと接続の関係

WLEC ク ラ イアン トが ト ランザクシ ョ ンを開始または再開する と、 WLEC 接続
プールのインフラス ト ラ クチャは、 そのト ランザクシ ョ ンのコンテキス ト内で送
信される要求のための接続を確保します。 WebLogic Enterprise Connectivity は、
その ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト外の要求を送信するためにこの接続を使 う

こ とはあ り ません。 WebLogic Enterprise Connectivity は、 その ト ランザクシ ョ ン

がコ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク、 も し くは中断されるまでその接続を確保します。

注意 : suspend() と  resume() を使用できるのは CosTransactions だけです。

同時にアクティブにできる ト ランザクシ ョ ンの数は、 プール内で使用できる接続
の数によって決ま り ます。 スレッ ドが ト ランザクシ ョ ンを開始または再開する と
きに接続が利用できない場合、 WebLogic Enterprise Connectivity は 
NO_RESOURCES 例外を送出します。

ト ランザクションの管理

各スレ ッ ドは、 独自の ト ランザクシ ョ ン  コンテキス ト を備えています。 スレッ

ドが ト ランザクシ ョ ンを開始または再開する と、 その ト ランザクシ ョ ンはコ ミ ッ
ト 、 ロールバッ ク、 または中断されるまでアクテ ィブにな り ます。 その後に 
WebLogic Server ク ラ イアン ト を呼び出しても、 それらが同じスレ ッ ド内で実行

される保証はあ り ません。 したがって、 スレ ッ ドでは、 ト ランザクシ ョ ンをコ
ミ ッ ト 、 ロールバッ ク、 または中断してから、 WebLogic Server ク ラ イアン ト の

呼び出しを終了するこ とが大切です。

注意 : suspend() と  resume() を使用できるのは CosTransactions だけです。

必要であれば、 次の手順で、 WebLogic Server ク ラ イアン トへの複数の呼び出し

で 1 つの ト ランザクシ ョ ンを使用できます。

1. それぞれの呼び出しの終わりに、 ト ランザクシ ョ ンを中断します。

2. その次の呼び出しで、 ト ランザクシ ョ ンを再開します。

WLS ク ラ イアン トへの次の呼び出しを行わない う ちに ト ランザクシ ョ ンがタイ

ムアウ トする可能性があるので、 この方法を使用する と きには注意して くださ
い。
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